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【講義 の概要 】

本科 目は経済学部3年 生以上 を対象 とし

た人 間環境 コース 内の科 目で ある。内容 と

して は様 々な健康 ・ス ポー ツ関連の情報が

どの よ うに発信 されてい るか?ま た,自 ら

が 発 信 す る為 に は どの よ うに情 報 を収

集 ・統合 し,発 信 した らよいのか を総合的

に検討す るこ とを 目的 としてい る。その為,

これ まで はPC実 習室 を利用 して きた。 し

か し,今 年度 は担 当者 の手違いで履修制限

科 目の 申請 を忘れ,結 果的 に180名 の受講

者 登録が あったた め,一 般教室での実施 と

な った。

【本講義 にお けるMoodle活 用方 法】

昨年度 まで はPC教 室での講義で あった

為,出 席,資 料配付,Webサ イ ト紹介,課

題提 出,小 テス ト等,授 業 内でMoodleを

活用 していたが本年度 は一般教室の為,学

生 の利用 は授 業 時 間外 での課 題提 出 と小

テス トに限 っての利用で ある。

【小テス トの再利用 と学生利用実態】

小テス トは昨年度作成 した問題 をイ ン

ポー トす ることによって再利用を行った。

図1は 問題の再編集画面である。昨年度作

成 した小テス ト問題を個別に選び,並 べ替

え,編 集等が可能であるため,問 題作成の

手間が省 ける。提示 した小テス ト問題を図

2に 示す。当初,授 業時間外での小テス ト

にどれ くらい受講生が対応 できるのか不

安であったが,実 施状況を見ると金曜 日1

限 目の授業内容の復習 として翌週火曜の

夜 までを期限に実施 させた ところ受験総

数が175回,受 験者は143名 であり,授 業

の出席者数か ら判断すればほぼ全員 が利

用できていると考えられる。これまでは一

般教室での授業の場合 は資料配付のみの

利用であったが,授 業時間以外でも受講生

は問題な く利用可能である実態が明 らか

になった。今後はMoodleを さらに様々な

授業に活用 していきたい。
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図1:小 テ ス ト再編集画面 図2:小 テ ス ト実施画面
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